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ア民主軍という連合が結成された。ア
ラブ人が多数派の地域まで作戦が拡大
してきたからだ。 トルコへの配慮も
あった。米軍が武器を支援する対象は
クルドではなく、シリア民主軍に参加
しているシリア・アラブ同盟に限ると
いう建前だ。
続いてまた1つ、クルドの転機が訪
れた。2015年11月、トルコ軍がアサド
政権を擁護するロシアの戦闘機を領空
侵犯だとして撃墜したことだ。ロシア
はトルコに経済的な報復措置をとると
同時に、トルコが支援する反クルドの
反体制派が支配する地域に集中的な空
爆を行った。これがクルドを利した。
「敵の敵は味方」の論理だが、PYD・
YPGがアサド政権と一定の関係を保っていることの
証左ともいえた。
トルコのエルドアン大統領は翌年6月、ロシアに謝
罪して関係を修復し、夏には対テロ戦争の大義を掲げ
てシリアに地上軍を投入した。作戦の標的は「イスラ
ム国」とPKKおよびPYD・YPGである。トルコ軍の
クルドに対する攻撃は今も続いているが、ロシアは
いったん築いたクルドとの関係を容易に放棄するつも
りはなさそうだ。
●PKK離れは可能か
「イスラム国」からシリアが解放された後、「北シリ
ア民主連邦」が存続できるかどうか―米国もロシア
も「イスラム国」との軍事作戦が終了すればクルドを
見捨てるのではないか、というクルド側の懸念はすで
に多くのクルド・ウォッチャーが指摘するところだ。
PKK・PYD・YPGを同一のテロ組織とみなすトル
コの姿勢が当面、変わらないのであれば、唯一の道は
PKKとPYD・YPGの切り離しだろう。PKKはシリア
北部とイラクのシンジャール、本拠地のカンディール
山をつなぐことを重視している。だが、シリア・クル
ドにとっては、領土的にイラク側と一体化させること
の優先度は必ずしも高くない。最優先は「北シリア民
主連邦」の存続だ。むしろイラク・クルドとの関係を
正常化させれば、経済的な孤立など多くの問題は解決
する。トルコと交渉できる環境にもつながるだろう。
シリア―クルディスタンの変貌―
そこにPKKとPYDに温度差が生じる可能性がある。
2017年9月、アサド政権は「イスラム国」との戦いが終っ
たのち、クルドと自治交渉を行う用意があると示唆し
た。シリアの将来図は不透明なままで、クルド側から
の反応も伝えられていない。それでもPYDにとって
は政権が認める自治は考慮に値するかもしれない。
親イラク・クルドの既存の中小政党は武装組織が弱
いこともあり、「イスラム国」との戦いを通じてすっ
かりPYD・YPGの陰に隠れてしまった。お互いライ
バルであるクルド勢力が集い、指揮・調整する最高機
関として2012年に設立された「クルド最高評議会」を
再始動させることも必要となるだろう。
（かつまた　いくこ／フリージャーナリスト）
PKKの諸組織を束ねる立場にあるジェミル・バイク（筆者撮影）
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